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【発表概要】 
 
 通級指導教室を利⽤する児童が通常学級での授業で学習のねらいを達成す
るためには、どのような点に配慮し、授業を⼯夫するとよいのでしょうか。 
 本発表では、学びや⾏動に課題のある児童を想定して、授業ＵＤの考え⽅を
⼟台に、その児童だけでなく学級全員が「理解」「習得」につながる授業にな
るための配慮や⼯夫について、授業プレゼンテーションの形で提案します。 
 また、学びを確かなものにするために、通級指導の時間ではどのようなねら
いでどのような指導ができるかについても合わせて提案します。 
 
＜授業プレゼンテーション＞ 
① 授業中落ち着いて過ごすことが難しい児童、⽂字の習得が⼗分でない児童 

を想定した「ビーバーの⼤⼯事」の授業（東書 2 年） 
② 書くことに苦⼿意識のある児童、⽂章の意味を読み取ることが難しい児童 

を想定した「和の⽂化を受けつぐ−和菓⼦をさぐる」の授業（東書 5 年）  
 


